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つ
り
 

n
乙
 

h4
り
 

4

亡

出

 

女

死

転
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7
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生

入

 

出

転

 

ー
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1

上

金

田

保

育

所

 

一 

待

望

 の

新

築

 落

成

 

か
ね
て
よ
り
待
ち
に
待
っ
た
 

上
金
田
保
育
所
の
竣
工
落
成
式
 

が
秋
晴
れ
の
十
月
五
日
め
で
た
 

く
来
賓
の
方
々
の
ご
出
席
の
も
 

と
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

工
事
の
概
要
は
 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
平
 

家
建
 

総
建
築
面
積
 

八
四
六
・
七
一
平
方
米
 

総
工
事
費
 

一
億
三
千
四
百
四
＋
三
万
一
一
 

千
円
 

財
源
内
訳
は
 

国
、
県
費
補
助
金
 

六
千
八
百
六
万
八
千
円
 

起
債
 
六
千
六
百
三
十
万
円
 

一
般
財
源
 

六
万
四
千
円
 

と
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
福
岡
 

県
下
で
も
屈
指
の
施
設
で
、
さ
 

き
に
竣
工
発
足
し
ま
し
た
神
崎
 

同
和
保
育
所
な
ら
び
に
昭
和
五
 

十
二
年
四
月
一
日
発
足
予
定
の
い
 

宝
見
保
育
所
の
完
成
を
見
ま
す
一
一
 

と
、
本
町
の
児
童
施
設
は
ほ
ぼ
「
 

万
全
と
い
え
る
の
で
と
、
自
負
 

し
て
い
る
次
第
で
、
残
る
問
題
 

点
は
保
母
先
生
及
び
関
係
職
員
 

の
一
層
の
努
力
に
待
つ
の
み
で
 

あ
り
ま
す
。
 

（

写

真

は

新

築

落

成

し

た

 

上

金

田

保

育

所

全

景

）

 

，

ソ

 

‘

ー

 

報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
 

て」 

議会事務局 

昭
和
五
十
一
年
第
五
回
定
例
 

町
議
会
が
昭
和
五
十
一
年
九
月
 

二
十
七
日
招
集
さ
れ
、
提
出
議
 

案
第
四
五
号
か
ら
第
五
六
号
ま
 

で
十
ニ
件
及
び
議
会
決
議
一
件
 

が
慎
重
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
 

り
ま
す
。
 

①
議
案
第
四
五
号
「
金
田
町
監
 

査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
 

（
選
任
同
意
）
 

金
田
町
大
字
神
崎
九
五
二
番
地
 

．香 

月
 

豊
 

②
議
案
第
四
六
号
「
金
田
町
教
 

育
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
 

（
選
任
同
意
）
 

金
田
町
大
字
金
田
九
七
八
番
地
 

友
 
清
 
隆
 
雄
 

金
田
町
大
字
金
田
二
九
七
番
地
 

の一 

植
 
高
 
大
 
讃
 

③
議
案
第
四
七
号
「
田
川
郡
町
 

村
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
 

に
つ
い
て
」
 

（
選
任
同
意
）
 

赤
池
町
大
字
赤
池
一
六
五
番
地
 

藤
 
井
 
慶
 
治
 

④
議
案
第
四
八
号
「
金
田
町
非
 

常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
 

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
 

（
可
 
決
）
 

（
可
 

決
）
 

⑩
議
案
第
五
四
号
「
昭
和
五
十
 

⑤
議
案
第
四
九
号
「
金
田
町
消
 

一
年
度
金
田
町
簡
易
水
道
特
 

防
賞
じ
ゆ
つ
金
条
例
の
一
部
 

別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
 

改
正
に
つ
い
て
」
 

）
に
つ
い
て
」
 

（
可
 
決
）
 

（
可
 
決
）
 

⑥
議
案
第
五
十
号
「
金
田
町
課
 
⑩
議
案
第
五
五
号
「
昭
和
五
十
 

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

一
年
度
金
田
町
水
道
事
業
会
 

る
条
例
に
つ
い
て
」
 

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
 
に
 

（
可
 
決
）
 

つ
い
て
」
 

⑦
議
案
第
五
一
号
「
金
田
町
社
 

（
可
 
決
）
 

会
教
育
指
導
員
の
報
酬
及
び
 
⑩
議
案
第
五
六
号
「
財
産
の
取
 

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
 

得
に
つ
い
て
」
 

制
定
に
つ
い
て
」
 

（
可
 

決
）
 

（
可
 
決
）
 

⑧
議
案
第
五
二
号
「
特
別
職
の
 
⑥

議

会

決

議

 

職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
 

「
議
会
の
議
員
の
半
数
改
選
制
 

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
 
及
び
住
民
投
票
制
度
の
拡
張
反
 

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
 

対
に
関
す
る
決
議
要
望
」
 

て」 

（
可
 
決
）
 

⑨
議
案
第
五
三
号
「
昭
和
五
十
 

一
年
度
金
田
町
一
般
会
計
補
 

正
予
算
（
第
三
号
）
に
つ
い
 

‘
踏
」
群
”
J
 

11 

月
の
こ
よ
み
と
行
事
 

和
 
名
 
霜
 
月
（
し
も
つ
き
）
 

霜
が
し
き
り
に
降
る
の
で
、
そ
れ
を
略
し
て
霜
 

月
と
い
う
。
 

1
 

日
 
灯
台
記
念
日
 

2623154 4 3 

日 日 日 日 日 日 

文
化
財
保
護
強
調
週
間
 

文
化
の
日
 

ユ
ネ
ス
コ
憲
章
記
念
日
 

十
 
三
 
夜
 

七
五
111
祝
い
 

勤
労
感
謝
の
日
 

全
国
火
災
予
防
運
動
 



(3） 昭和51年H月20日 昭和51年11月20日 

障
害
年
金
の
請
求
も
れ
 

は
 
あ
 
り

ま

 せ
 
ん
 
か
 

JV 

国
 
民
 
年
 
金
 

係
 

国
民
年
金
制
度
で
は
、
病
気
 

や
け
が
で
障
害
者
に
な
っ
た
場
 

合
も
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
 

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
い
 

！文 

う
と
き
に
支
給
さ
れ
る
か
知
ら
 

・【！ 

な
い
た
め
に
、
受
給
要
件
は
満
 

た
し
な
が
ら
請
求
し
て
い
な
い
 

人
も
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

町
 

そ
こ
で
、
ど
う
い
う
時
に
支
 

給
さ
れ
る
か
も
う
一
度
見
て
み
 

ま
し
よ
・
っ
。
 

①
障
害
年
金
の
支
給
要
件
 

症
状
が
固
定
し
た
日
（
廃
疾
認
 

定
日
）
及
び
病
気
や
け
が
で
初
 

め
て
医
者
に
か
か
っ
た
日
（
初
 

診
日
』
か
ら
3
年
を
経
過
レ
た
 

日
ま
で
に
な
お
ら
な
か
っ
た
場
 

合
は
、
そ
の
3
年
経
過
し
た
日
 

に
次
の
表
に
定
め
る
程
度
の
廃
 

疾
の
状
態
に
あ
り
、
か
つ
保
険
 

料
の
納
利
状
況
が
廃
疾
認
定
日
 

の
前
日
で
次
の
と
お
り
必
要
と
 

さ
れ
ま
す
。
 

田
初
診
日
に
国
民
年
金
に
加
入
 

し
て
い
た
場
合
、
次
の
い
ず
 

れ
か
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
 

①
保
険
料
納
付
済
期
間
が
 15
 

年
以
上
で
あ
る
こ
と
。
 

＠
保
険
料
納
付
済
期
間
が
5
 

年
以
上
あ
り
（
保
険
料
納
付
 

済
期
間
）
訓
（
被
保
険
者
 

期
間
マ
ィ
ナ
ス
保
険
料
免
 

除
期
間
）
×
％
で
あ
る
事
 

の
最
近
の
3
年
間
が
保
険
料
 

納
付
済
期
間
又
は
保
険
料
 

免
除
期
間
で
あ
る
こ
と
。
 

O
最
近
の
1
年
間
が
保
険
料
 

納
付
済
期
間
で
あ
る
こ
と
 

①
老
令
年
金
の
受
給
資
格
期
 

間
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
 

田 
金j
ゾ
 

金
 

年
 

民
 

国
 

り
）
“
唯
」
」
」
霊
護
発
黙
驚
舞
韓
一
 

だ よ 

（
た
だ
し
、
大
正
5
年
4
月
1

人
等
と
そ
の
配
偶
者
を
除
く
す
一
 

日
以
前
生
れ
で
、
国
民
年
金
に
 
べ
て
の
人
）
は
法
律
で
決
め
ら
一
 

加
人
し
一
定
の
保
険
料
納
付
要
た
れ
と
お
り
、
加
入
し
保
険
料
一
 

件
を
満
た
し
た
人
は
支
給
さ
れ
を
納
付
し
て
い
れ
ば
必
ら
ず
老
一
 

生
年
金
保
険
、
各
種
共
済
組
合
‘
奪
て
い
ま
す
が
、
も
し
こ
一
 

明
治
 44
 

年
4
月
2

日
以
後
生
等
の
公
的
年
金
制
度
の
う
ち
何
の
加
入
の
届
出
ゃ
保
険
料
の
納
一
 

れ
の
人
は
老
令
福
祉
年
金
は
受
ら
か
の
年
金
制
度
に
加
入
す
る
付
を
怠
れ
ば
何
ら
の
年
金
も
受
一
 

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
 
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
一
 

号
 

現
在
、
 
70 

才
に
な
れ
ば
老
令
よ
り
老
令
（
退
職
）
年
金
ま
た
す
。
 

一 

3
 

福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
は
通
算
老
令
（
退
職
）
年
金
の
 

あ
な
た
は
、
国
民
年
金
に
加
ー
 

ト
 

す。 

（
所
得
が
多
か
っ
た
り
、
 

受
給
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
に
 
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ど
一
 

る
）
明
治
 44
 

年
4
月
2

日
以
後
令
年
金
ま
た
は
通
算
老
令
年
金
一
 

に
生
れ
た
人
は
国
民
年
金
や
厚
の
受
給
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
一
 

第
 

他
に
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
な
り
ま
す
。
 

そ
の
間
、
支
給
が
停
止
さ
れ
る
 

し
た
が
っ
て
、
国
民
年
金
に
 
る
か
ど
う
か
、
 

一
度
お
調
べ
下
 

こ
と
も
あ
る
）
が
こ
の
老
令
福
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
さ
い
。
 

祉
年
金
は
、
明
治
 44 

年
4
月
2
 

（
他
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
 

一 一 
一
 

う
か
、
保
険
料
は
納
付
し
て
い
 一

 

昭

和

 51 

年

度

 

乳
児
一
斉
検
診
の
 

結

果

に

つ

い

て

 

報
 

、
 

、
、
』
一
 

も
尽
一
 

4
後
一
時
三
十
分
 

よ
り
恒
例
の
赤
ん
坊
大
会
を
兼
 

ね
乳
児
の
一
斉
検
診
を
中
央
公
 

民
館
に
お
い
て
多
数
参
加
を
得
 

盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

日
頃
、
お
母
さ
ん
方
の
正
し
 

い
育
児
の
ご
努
力
に
よ
り
年
を
 

重
ね
る
ご
と
体
位
が
向
上
し
て
 

お
り
ま
す
こ
と
は
誠
に
喜
は
し
 

い
こ
と
で
す
。
 

入
賞
者
を
決
定
す
る
の
に
先
 

生
方
も
頭
を
痛
め
る
ほ
ど
で
し
 

た。 審
査
の
結
果
、
左
記
の
方
々
 

が
そ
れ
ぞ
れ
の
賞
を
獲
得
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

赤
ん
坊
大
会
受
賞
者
 

◇

特

 
等
 

高
畑
社
宅
 
高
林
 
博
章
 

◇
一
 

等
 

本
 

町
 
香
月
 
大
輔
 

高

見

町

 
熊
谷
理
恵
子
 

0 
一一 

等
 

神
 

崎
 

垣
 

田
 

中

採

町

 

本
 

町
 

◇

三

 
等
 

成
竹
団
地
 

敷

島

町

 

福
 

吉
 

上

金

田

 

七

十

石

 

人
見
境
町
 

◇

入

 
選
 

南
 

木
 

上

金

田

 

新
 

町
 

宝
 

見
 

仲
村
 

田
村
 

原
口
 

杉
 

元
樹
 

竜
一
 

織
江
 

育
江
 

高
下
潤
太
郎
 

荒
牧
 

潤
 

兵
頭
 
竜
久
 

植
高
 

円
 

春
永
 
桂
子
 

清
水
奈
緒
子
 

桧
垣
 
正
和
 

森
野
 
尚
樹
 

岩
井
 
達
男
 

吉
田
 
幸
正
 

(5
年
年
金
特
例
老
令
年
 

金
は
除
く
）
 

②
初
診
日
は
国
民
年
金
の
加
入
 

し
て
い
な
か
っ
た
場
合
、
廃
 

疾
認
定
日
に
 65 

才
未
満
で
①
 

の
⑧
に
該
当
す
る
こ
と
。
 

廃
疾
の
程
度
 

国
民
年
金
法
則
表
 

1
 
級
 

2
 

級
 

両
腕
切
断
、
両
 
片
腕
切
断
、
 

足
切
断
、
全
盲
 
片
足
切
断
、
 

全
ろ
う
、
結
核
結
核
精
神
病
 

精
神
病
者
等
で
 
者
等
で
日
常
 

殆
ん
ど
他
人
の
 
生
活
に
著
し
 

介
助
を
必
要
と
 
い
不
自
由
を
 

す
る
状
態
 

き
た
す
状
態
 

な
お
、
国
民
年
金
に
加
入
し
 

て
間
も
な
く
病
気
や
け
が
を
し
 

障
害
者
に
な
っ
た
よ
う
な
人
で
 

障
害
年
金
の
支
給
要
件
に
骸
当
 

し
な
い
場
合
で
も
保
険
料
の
滞
 

納
が
な
け
れ
ば
障
害
福
祉
年
金
 

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
明
治
 44 

年
4
月
1

日
以
 

前
生
れ
の
人
も
 70 

才
前
に
障
害
 

者
に
な
っ
た
場
合
は
、
同
じ
く
 

障
害
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
 

す。 
②

年

 
金
 

額
 

障
害
年
金
の
年
金
額
は
、
老
令
 

年
金
の
例
に
よ
り
計
算
し
た
額
 

で
す
が
最
低
保
障
額
が
き
ま
っ
 

て
い
て
年
額
三
＋
三
万
九
千
六
 

百
円
（
月
額
二
万
八
千
参
百
円
 

）
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

一
級
の
障
害
者
は
、
こ
の
額
 

の
二
五
％
が
加
算
さ
れ
年
額
四
 

＋
二
万
四
千
五
百
円
（
月
額
1
1
一 

万
五
千
三
百
七
十
五
円
）
と
な
 

っ
て
い
な
す
。
 

障」二‘J
『
社
年
金
の
年
金
額
は
 

2
静
障
害
者
は
年
額
十
四
万
四
 

千
円
（
月
額
一
万
二
千
円
）
1
 

級
障
害
者
は
年
額
二
十
一
万
六
 

千
円
（
月
額
一
万
八
千
円
）
と
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
今
回
の
改
正
で
年
 

金
額
の
引
上
げ
や
保
険
料
の
納
 

付
要
件
の
基
準
日
の
廃
疾
認
定
 

日
の
前
日
か
ら
初
診
日
の
前
日
 

へ
の
変
更
、
な
ら
び
に
他
の
公
 

的
年
金
制
度
と
の
期
間
の
通
算
 

な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
 

ま
す
の
で
、
加
入
さ
れ
て
い
る
 

方
は
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
 

生
じ
な
い
よ
う
に
充
分
注
意
し
 

下
て
さ
い
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
年
金
 

係
窓
口
で
ご
相
談
下
さ
い
。
 

離

婚

し

 て

も

 

婚

姻

中

の

氏

に

 

今
ま
で
の
民
法
で
は
、
離
 

婚
す
る
と
結
婚
前
の
氏
に
復
 

す
る
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
 

で
の
度
法
律
の
改
正
が
行
わ
 

れ
、
離
婚
後
も
引
続
い
て
結
 

婚
中
の
氏
に
し
て
お
き
た
い
 

と
い
う
方
に
は
離
婚
後
三
カ
 

月
以
内
に
屈
出
を
す
れ
ば
、
 

結
婚
中
の
氏
を
称
す
る
こ
と
 

が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

、 

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
 

役
場
住
民
係
で
、
お
た
づ
ね
 

下
さ
い
。
 

伊・、一、J
、、‘、‘・、‘、I
、‘、《、、‘、、I
・、I
、‘、、‘、《、“‘、‘、J
、‘、‘、！‘、、？、‘、d 

ーーー秋 

の
 

多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
よ
 
②
全
員
そ
ろ
つ
て
転
場
の
防
火
 

」 

う
な
こ
と
に
留
意
し
て
皆
さ
ん
 
◆
消
防
計
画
な
ど
防
火
の
た
め
 

全
国
火
災
予
防
運
動
 

は
 
じ
 
ま
 
る
 
／
 

1

●一 

6

 
コ・叫 

ー
 

h
乙

コ

J

＞
ー
ユ
J
 

1

 
'‘ノ 

h
乙
 
L
‘
 

く
 

1

 
'‘ノ 

ず
‘
 

'' 

秋
も
深
ま
れ
ば
、
だ
ん
だ
ん
 

火
が
こ
い
し
く
な
り
ま
す
。
何
 

か
と
暖
房
器
具
類
を
使
用
す
る
 

こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
気
を
つ
け
た
い
の
が
 

火
の
始
末
。
 
ち
よ
っ
と
し
た
不
 

注
意
で
火
事
に
な
り
ま
す
。
 

火
災
の
お
そ
ろ
し
さ
は
皆
さ
 

ん
も
よ
く
ご
承
知
の
よ
う
に
一
 

~~~~．， ~一ー一 一一A 

たすけあいのひろがりを 

共 同 募金運動 

本新人上昭上本黒新東上 

金和金 金金 

由
 

田
 

町
 

尾
 

町
 

田
 

町
 

田
 

町町見 

植
高
 
豊
一
 

永
末
 
陽
介
 

益
野
 
祥
治
 

空
閑
 

一
将
 

吉
田
 

泰
子
 

堀
田
た
つ
み
 

岸
田
 
美
紀
 

吉
田
 

恵
 

中
村
 
恵
子
 

田
鶴
原
敬
子
 

中
尾
 
貴
子
 

瞬
に
し
て
尊
い
命
を
失
い
、
貴
 

重
な
財
産
を
灰
に
し
て
し
ま
い
 

ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
 

ま
し
よ
う
。
 

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
全
国
 

一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
 

く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
ち
よ
 

っ
と
し
た
こ
と
で
未
然
に
火
災
 

を
く
い
と
め
 

一
」
い
う
事
例
も
 

ト エ チ ケ ッ 

n

“

』

】

」

 

『電話のかけ方 
,
．
・
・
．
・
・
，
・
・
．
・
、
，
・
・
．
・
り
 

．
電
話
を
か
け
る
前
に
は
 

①
ま
ず
用
件
の
内
容
、
目
的
を
 

は
っ
き
り
つ
か
み
、
話
す
順
 

序
を
考
え
、
筋
道
立
て
て
メ
 

モ
し
て
お
く
。
 

②
必
要
な
書
類
や
資
料
を
手
元
 

の
ご
家
庭
、
取
場
に
お
い
て
充
 

の
計
画
を
よ
く
理
解
し
て
お
 

分
に
防
火
対
策
を
お
考
え
下
さ
 

こ
う
。
 

い。 

◆
火
気
の
使
用
場
所
は
、
整
理
 

①
家
族
み
ん
な
が
防
火
の
備
え
 

整
と
ん
し
て
安
全
を
確
め
よ
 

◆
で
か
け
る
前
、
や
す
む
前
に
 

う。 

は
火
の
元
を
点
検
し
よ
う
。
 

◆
通
路
や
出
入
口
な
ど
は
、
避
 

◆
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
 

難
し
や
す
く
し
て
お
こ
う
。
 

拾
て
は
、
絶
対
に
止
め
よ
う
 
◆
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
の
危
 

◆
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
暖
房
器
具
は
 

険
物
は
安
全
に
管
理
し
よ
う
 

使
い
方
に
気
を
つ
け
よ
う
。
 

◆
お
年
寄
り
や
幼
児
の
安
全
な
 

避
難
方
法
を
考
え
よ
う
。
 

◆
消
火
用
具
や
消
火
用
水
の
備
 

え
を
し
よ
・
つ
。
 

◆
ホ
テ
ル
に
泊
る
時
な
ど
に
は
 

避
難
の
方
法
を
確
め
て
お
こ
 

・つ。 に
そ
ろ
え
る
。
 

③
呼
び
出
す
相
手
の
名
前
や
所
 

属
を
調
べ
て
お
く
。
 

④
メ
モ
と
鉛
筆
を
用
意
す
る
。
 

■
電
話
を
か
け
る
と
き
は
 

①
相
手
が
出
た
ら
「
ま
ず
自
分
 

を
名
の
り
相
手
を
確
め
る
」
 

②
相
手
が
出
た
ら
、
お
忙
し
い
 

処
を
お
呼
び
た
て
し
て
す
み
 

ま
せ
ん
と
い
う
。
 

③
ま
ず
、
簡
単
に
あ
い
さ
つ
を
 

す
る
。
 

④
メ
モ
に
従
っ
て
用
件
を
順
序
 

正
し
く
簡
潔
に
い
う
。
 

⑥
相
手
が
受
話
器
を
か
け
て
か
 

ら
静
か
に
切
る
。
 

■
電
話
が
か
か
つ
て
き
た
ら
 

①
×
×
で
ご
ざ
い
ま
す
と
、
先
 

方
に
問
わ
れ
な
い
先
に
言
う
 

生
活
の
一
部
に
 

し
 
よ
●
つ
 

火

の

点

検

 

②
鉛
筆
を
用
意
す
る
。
 

■
ま
ち
が
つ
て
か
け
た
場
合
 

は
お
わ
ひ
す
る
 

■

公

 
衆
 
電
 

話
 

①
公
衆
電
話
で
よ
く
見
か
け
ら
 

れ
る
こ
と
は
、
簡
単
に
す
む
 

用
件
で
も
親
し
さ
に
こ
と
よ
 

せ
て
い
ら
ぬ
こ
と
ま
で
お
し
 

や
べ
り
し
て
、
長
く
楽
し
ん
 

だ
り
し
て
い
る
光
景
を
見
か
 

け
る
が
、
か
け
終
っ
て
そ
と
 

へ
出
た
と
き
に
は
、
待
っ
て
 

い
た
人
に
「
ど
う
も
お
待
た
 

せ
し
ま
し
た
」
と
ひ
と
こ
と
 

挨
拶
し
た
い
。
 

黙
っ
て
す
っ
と
消
え
て
し
ま
 

う
の
は
感
じ
が
悪
い
。
 
一」「ロ 

挨
拶
さ
れ
る
だ
け
で
、
和
や
 

か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
 

一

 』り か
 

日
 

1
 

月 O
 

1
 

一 

赤
い
羽
根
で
親
し
ま
れ
て
い
る
 

共
同
募
金
運
動
が
、
今
年
も
十
 

月
】
日
よ
り
全
国
一
斉
に
く
り
 

ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

本
町
で
は
、
婦
人
会
の
幹
部
 

の
方
々
が
近
く
各
家
庭
を
ま
わ
 

っ
て
下
さ
い
ま
す
の
で
、
何
卒
 

ご
協
力
を
、
お
願
い
し
ま
す
。
 

目
標
額
は
、
 

一
世
帯
当
り
、
 

二
百
円
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
 

み
な
き
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
 

金
は
 

◆
老
人
の
し
あ
わ
せ
を
た
か
め
 

る
た
め
の
福
祉
費
に
 

◆
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
 

に
 

◆
め
ぐ
ま
れ
な
い
人
の
福
祉
費
 

に
使
わ
れ
、
社
会
福
祉
の
向
上
 

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
温
か
い
善
意
を
共
 

同
募
金
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
各
 

戸
に
チ
ラ
シ
を
配
布
い
た
し
ま
 

す
の
で
参
考
に
し
て
下
さ
い
。
 

法
人
募
金
に
つ
い
て
は
、
民
 

生
委
員
の
方
女
が
参
上
致
し
ま
 

す
の
で
何
分
の
ご
協
力
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

あ
 
り
 
が
 
と
 
う
 

こ
 
ざ

い

ま

し

た

 

太
 
田
 
武

雄

殿

 

藤
田
サ
ツ
キ
様
の
香
典
返
 

し
と
し
て
金
田
町
社
会
福
 

祉
協
議
会
へ
ご
寄
付
い
た
 

だ
き
ま
し
た
。
 

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
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・
・
事
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J
ム
今
脊
ち
せ
 

ク
 

ク
 

ク
 

ル
 

ガ
 

ク
 

ク
 

カ
 

子
の
名
に
用
い
る
こ
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

カ
 

と
の
出
来
る
漢
字
の
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ガ
 

追
加
に
つ
い
て
 

l
 

子
供
が
生
れ
た
ら
、
必
ら
ず
 

ー
一
一
週
間
以
内
に
出
生
届
を
出
す
 

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

金 号
 

(
‘
リ
 d

, 
第
 

そ
の
時
、
 

「
こ
の
宇
は
人
名
用
 

漢
字
に
の
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
 

つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
い
わ
れ
 

た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

次
に
記
載
し
て
い
る
字
が
今
 

度
新
し
く
人
名
用
漢
字
と
し
て
 

追
加
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
参
考
 

に
し
て
下
さ
い
。
 

那翌渚旭佑 

阿耶瑠杏允 

隼芙瞳梓冴 

鮎茜紗梢喬 

葵紘梨怜 

藍絢沙悠 

●
●
●
‘
●
‘
'
'
'
'
'
'
'
'
'
 

お

年

寄

り

と

税

金

 

！

●

！

‘

'

 

お
年
寄
り
に
有
利
な
所
得
税
 

の
特
典
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
 

ま
し
よ
う
。
 

お
年
が
六
十
五
才
以
上
で
、
 

所
得
が
一
千
万
円
以
下
の
お
年
 

寄
り
本
人
に
は
次
の
二
つ
の
特
 

典
が
あ
り
ま
す
。
 

一
つ
は
老
年
者
控
除
で
す
。
 

お
年
寄
り
の
場
合
に
は
所
得
控
 

●
●
●
●
●
●
●
●
●
．
 

除
の
ー
つ
と
し
て
老
年
者
控
除
 

が
あ
り
、
二
十
万
円
を
所
得
金
 

額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
 

二
つ
め
は
老
年
者
年
金
控
除
 

で
す
。
 

お
年
寄
り
が
厚
生
年
金
や
国
民
 

年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
場
合
 

は

そ

の

収

入

か

ら

老

令

者

 

年

金

特

別

控

除

と

し

て

七

 

建設労働者の雇用の改善等に 

関する法律についてのお知らせ 

一
、
五
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
 

建
設
事
業
の
方
々
に
、
次
の
 

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
 

た。 の
雇
用
管
理
責
任
者
の
選
任
 

同
雇
入
れ
通
知
書
の
交
付
 

心

配

 こ

と

相

訣

 

同
下
請
事
業
主
の
雇
用
管
理
 

毎
月
第
四
水
曜
日
は
心
配
c
 

の
把
握
 

と
相
談
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
 

二
、
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
 
で
十
一
月
も
左
記
の
と
お
り
行
 

善
、
能
力
の
開
発
、
向
上
、
 

な
い
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
利
用
 

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
 
下
さ
い
。
 

次
の
よ
う
な
建
設
雇
用
改
善
 
相
談
日
 
＋
一
月
ニ
十
四
日
 

の
助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
 
時
 
間
 
十
時
ー
十
五
時
ま
で
 

すo 

場
 
所
 
役
場
集
会
室
 

岡
技
能
実
習
助
成
金
 

、
ー
 

ー
 

・
ー
ー
 

同
講
習
等
派
遺
助
成
金
 

・ー 

ーi 

同
雇
用
管
理
研
修
助
成
金
 

同
作
業
員
宿
舎
整
備
助
成
金
 

困
健
康
診
断
助
成
金
 

詳
し
く
は
雇
用
促
進
事
業
団
 

九
州
支
部
（
〇
九
二
脚
三
七
六
 

六
）
又
は
田
川
公
共
職
業
安
定
 

所
（
④
〇
二
九
一
）
へ
お
尋
ね
 

下
さ
い
。
 

、

【

、

一

【

、

【

、

《

、

【

、

【

、

【

、

【

、

【

、

【

、

‘

 

十

八

万

円

が

控

除

さ

れ

ま

 

す。 で
す
か
ら
お
年
寄
り
の
収
入
 

が
公
的
年
金
だ
け
で
あ
れ
ば
、
 

老
年
者
年
金
特
別
控
除
七
十
八
 

万
円
の
ほ
か
に
、
給
与
所
得
控
 

除
五
＋
万
円
、
老
年
者
控
除
と
 

し
て
二
十
万
円
、
基
礎
控
除
と
 

し
て
二
＋
六
万
円
の
控
除
が
受
 

け
ら
れ
ま
す
か
ら
、
合
わ
せ
て
 

百
七
十
四
万
円
ま
で
は
、
所
得
 

税
が
か
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
 

に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
ほ
か
、
お
年
寄
り
を
扶
 

養
し
て
い
昌
山
人
が
受
肘
ら
れ
 

特
典
と
し
て
（
老
人
扶
養
控
除
 

が
あ
り
ま
す
。
 

老
人
扶
養
控
除
は
七
十
才
以
 

上
の
お
年
寄
り
で
所
得
の
な
い
 

人
、
あ
っ
て
も
所
得
が
二
十
万
 

円
以
下
の
人
を
扶
養
し
て
い
る
 

場
合
、
お
年
寄
り
一
人
に
つ
き
 

普
通
の
扶
養
控
除
額
よ
り
も
多
 

い
三
十
ニ
万
円
を
所
得
金
額
か
 

ら
控
除
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
 

す。 く
わ
し
い
こ
と
は
、
お
ち
か
 

く
の
税
務
署
で
ご
相
談
く
だ
き
 

い。 

毎
月
第
1
日
曜
日
は
 

交
通
安
全
の
日
で
す
 

交
通
安
全
は
、
家
族
に
よ
る
話
 

し
合
い
が
大
切
で
す
。
日
頃
か
 

ら
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
知
識
 

を
習
慣
づ
け
る
こ
と
が
大
切
で
 

す。 

●
‘
?
 

毎
月
第
3
日
曜
日
は
 

家

庭

 の
日
 
で
 
す
 

こ
の
日
は
一
家
団
ら
ん
で
家
族
 

そ
ろ
っ
て
家
庭
で
く
つ
ろ
ぎ
青
 

少
年
の
考
え
や
、
悩
み
を
聞
い
 

て
明
る
い
、
家
庭
を
つ
く
り
、
 

子
ど
も
た
ち
が
健
康
で
明
る
く
 

育
つ
よ
う
に
つ
と
め
ま
し
よ
 

・つ。 

薬
が
嫌
う
の
は
光
、
熱
、
湿
 

気
の
三
つ
で
す
。
 

直
接
日
光
の
あ
た
る
場
所
、
 

暖
房
器
具
な
ど
の
ま
わ
り
、
 

台
所
や
風
呂
場
な
ど
湿
気
の
 

あ
る
と
こ
ろ
は
避
け
る
よ
う
 

に
し
ま
し
よ
う
。
ま
た
、
い
 

ざ
と
い
う
と
き
、
い
つ
で
も
 

取
り
出
せ
る
よ
う
に
一
定
の
 

場
所
に
保
管
し
て
お
く
こ
と
 

も
大
切
で
す
。
 

ま
た
病
院
で
も
ら
っ
た
薬
 

は
そ
の
人
の
、
そ
の
時
の
症
 

状
に
あ
わ
せ
て
つ
く
ら
れ
た
 

も
の
で
す
。
同
じ
よ
う
な
病
 

気
だ
か
ち
と
い
っ
て
、
他
の
 

く
ら
し
の
ヒ
ン
 ・ト‘ 

救

急

箱

を

点

検

 

し

ま

し

よ

う

ク

 

（
救
急
箱
の
保
管
は
…
）
 

人
に
飲
ま
せ
た
り
、
し
ば
ら
 

く
と
っ
て
お
い
た
あ
と
で
ま
 

た
、
と
い
う
の
は
や
め
ま
し
 

よ
う
。
そ
う
い
う
薬
は
、
使
 

わ
な
く
な
っ
た
ら
救
急
箱
に
 

は
入
れ
て
お
か
な
い
で
、
す
 

ぐ
処
分
し
て
し
ま
う
こ
と
で
 

す。 な
お
、
病
院
で
も
ら
っ
た
 

薬
の
保
存
は
水
薬
な
ら
冷
蔵
 

庫
に
、
粉
薬
な
ら
同
じ
冷
蔵
 

庫
の
と
び
ら
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
 

戸
棚
な
ど
の
下
の
ほ
う
に
入
 

れ
て
お
く
と
い
い
で
し
よ
う
 

『
 

'P
・ 

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

A
し
ナ
、
へ
 

飲
酒
運
転
を
 

追
放
し
よ
う
ガ
」
 

『
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
 

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
 

飲
ま
せ
な
い
』
 

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
 

十
一
月
は
季
節
的
に
飲
酒
す
 

る
機
会
が
多
く
な
り
、
飲
酒
運
 

転
に
よ
る
重
大
事
故
の
多
発
が
 

予
想
さ
れ
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
飲
酒
運
転
を
 

追
放
す
る
た
め
運
転
者
、
家
族
 

並
び
に
酒
類
提
供
業
者
の
方
は
 

次
の
こ
と
を
実
行
し
ま
し
よ
 

・つ。 
⑥
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
絶
 

対
に
酒
を
飲
ま
な
い
。
 

⑥
宴
会
や
座
談
会
な
ど
酒
の
出
 

る
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
へ
行
 

く
と
き
は
、
車
を
運
転
し
て
 

行
か
な
い
。
 

⑥
あ
が
り
酒
、
祝
い
酒
な
ど
は
 

飲
ま
な
で
い
持
ち
帰
る
‘
 

⑨
単
を
運
転
し
て
行
っ
た
先
で
 

酒
を
飲
ん
だ
と
き
は
、
タ
ク
 

シ
ー
な
ど
で
帰
る
。
 


